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英語 baseball basketball tennis track & field football volleyball
中国語 棒球 籃球 網球 田径賽 足球 排球
日本語 野球 籠球 庭球 陸上競技 蹴球 排球






















































あったが、実質的な運営者は上海 YMCAの体育主事エクスナー（Max J. Exner 晏士納）
であった。大会の公式言語は英語だった。会場でのアナウンスは中国語と英語でおこ
なわれ、距離や重量はすべて英米式であった 7。『時報』によれば、孫宝信が辮髪をひっ
2 有山輝雄『甲子園野球と日本人：メディアのつくったイベント』吉川弘文館、1997 年、20 頁。




5 大会のプログラムには「First Chinese National Athletic Sports」と表記される。『申報』1910
年 10 月 16 日は「全国連合大運動会」と呼んでいる。
6 Wu Chih-kang, “The Influence of the YMCA on the Development of Physical Education in China,” 
dissertation, University of Michigan, 1956, p. 127,『時報』1910 年 10 月 22 日。このとき華北代
表選手を引率したのは、張伯苓、王夢臣、Roscoe M. Herseyであった。
7 『時報』1910 年 10 月 21 日。7 月に大会への参加を呼びかける中国語の通告書が出されてい
－84－
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る（『申報』1910 年 7 月 17 日）。通告書には競技種目として「運動」「藍球」「伺球」が挙げ
られているが、実際に開催された種目から判断して「伺球」はサッカーを指すと考えられる。
明らかな誤訳だが、運営は英語でなされていたので、問題にはならなかったのだろう。天津
YMCAの『星期報』10 期、1910 年 9 月でも「伺球」となっている。
8 『時報』1910 年 10 月 22 日。原文は「其間有呼立刻割去 Cut it off at on」。王振亜編『旧中国体
育見聞』人民体育出版社、1987 年、136 頁はこれを西洋人審判の発言とする。「其間」の指す
ところを断定するのは難しいが、いずれにせよ英語が通用していたことは確かである。
9 Max J. Exner, “Report of M. J. Exner（October 1908-December 1909）,” YMCA Archives, 
Minnesota University. この報告は YMCAの主事が毎年 9月末に提出する正式のものではなく、




10 『時報』1910 年 10 月 23 日。小野寺史郎『国旗・国歌・国慶：ナショナリズムとシンボルの中
国近代史』東京大学出版会、2011 年、123-124 頁はこの史料を引きつつ、清末の国歌をめぐる
状況を論じている。
































14 徐一冰「二十年来体操談」『体育週報』週年紀念号、1920 年 1 月 5 日。
15 The Manila Times, January 30, 1913.
16 1905 年に早稲田の野球部がアメリカ遠征をした際、学生服をきた選手たちは兵隊や楽隊と間違
えられたという（池井優『白球太平洋を渡る：日米野球交流史』中央公論社、1976 年、58 頁）。

























18 J. Wong-Quincey, “The Far Eastern Championship Games,” China’s Young Men, June, 1915. ク
ロッカーはできるだけ中国人を前面に出すように心がけたつもりであった（Alfred H. Swan, 
“Annual Report for the Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』8巻、331 頁））。
19 『申報』1917 年 4 月 26 日。
20 South China Morning Post, May 21, 1919.
21 Ye Weili, Seeking Modernity in China’s Name: Chinese Students in the United States, 1900-
1927, Stanford University Press, 2001, pp. 28-29.













には多くのお雇い日本人教師がいたが（約 500 ～ 600 名）、このうち体操を教えていた






学院では普通科の 1年から 3年まで週 5時間体操が課されていた。1905 年 4 月 30 日
には、弘文学院の留学生が運動会を開催し、全校生約 800 名が参加した。留学生たち
は日本の学校が主催する運動会にも参加した。1903 年 3 月 29 日には、陸軍士官学校
の予備校である成城学校で開かれた運動会で、万国旗のなかに清国の国旗がなかった
23 中国における「体操」の初出は、いまのところ、日本の学校制度を紹介した「振興学校論」（『申
報』1890 年 6 月 23 日）と考えられている。羅時銘主編『中国体育通史』3巻、人民体育出版社、
2008 年、98 頁は同記事を 1890 年 5 月 7 日とするが、旧暦と新暦を混同している。




26 賈明学「清末来華日本体育教習研究」『体育文化導刊』2015 年 7 月。












































28 「留学記録　成城学校留学生罷運動会」『湖北学生界』4期、1903 年 4 月 27 日。
29 酒井順一郎『清国人日本留学生の言語文化接触：相互誤解の日中教育文化交流』ひつじ書房、
2010 年、76-79 頁、肖冲「清末留日学生対 “欧化 ” 的日本体育伝入中国所起的作用」『体育文史』
1987 年 3 期、尚大鵬「日本体育会体操学校における清国留学生：雑誌『体育』より」『教育学
研究紀要』46 巻、2000 年。
30 尚大鵬「日本体育会体操学校における清国留学生」。
31 Andrew D. Morris, Marrow of the Nation: A History of Sport and Physical Culture in 





















33 郎䫨「晩清体操教科書之書目鉤沈及簡析」『体育文化導刊』2014 年 8 月。
34 同書は中学校、師範学校用教科書として編纂された『普通体操法』文部省編輯局、1887 年の増










































43 『申報』1903 年 6 月 6、14 日、陳英才「回憶両湖書院」『湖北文史資料』8輯、1987 年。この運
動会は官立学校で開かれた最初期の事例の一つと考えられる。羅時銘主編『中国体育通史』3巻、
140 頁は官立学校の最初の運動会を 1904 年の保定師範学堂としている。なお、『申報』は「戸
野周三郎」とするが誤りである。東京高等師範学校教授だった戸野は 1902 年に湖北師範学堂
総教習となり、1905 年に東京市教育課長に転じた。
44 『申報』1905 年 5 月 7 日。
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なぜ baseballは棒球と訳されたか　―翻訳から見る近代中国スポーツ史―




同年 5月 27、28 日に北京の京師大学堂で開かれた運動会は、日本人教師が運営した









1906 年 1月 10 日から 14日にかけて広州の東較場で挙行された「広東省大運動会」は、
省学務処が主催し、学務公所所長姚百懐が会長をつとめ、省内約 50 校から 1200 名の
学生が参加するという大規模な運動会だった。参加者の多くは辮髪を頭に巻き付けて
いた。跳躍の審判をしていた張姓の教師が断髪していることが学生の指摘によって発






46 『申報』1905 年 6 月 5、11 日。
47 『大公報』1906 年 5 月 3、4、6 日。
48 広東省博物館 HP（http://www.gdmuseum.com/edu_text.php?blogid=1538&title=&classid=73）、
李潤波主編『中国体育百年図志』中国華僑出版社、2008 年、27 頁。洋式軍服の意味については、


























第一次省運会」『嶺南文史』1993 年 2 期、広東省地方史志編纂委員会編『広東省志 体育志』広
東人民出版社、2001 年、642 頁、徐文勇「1906 年広東省大運動会始末述略」『体育学刊』15 巻
10 期、2008 年 10 月）。もちろん、Three-legged Raceのような娯楽的種目は英米でも、中国のミッ
ションスクールでもよく見られたが、複数の学校が参加する運動会ではほとんど見られなかった。


















会の実質的運営は YMCA体育主事のホーグランド（Amos N. Hoagland 侯克倫）と南開
学校の学生郭毓彬に任されていたが、実権を握っていたのは、言うまでもなくホーグ




上海の YMCA体育関係者と中国の教育界との関係は、1914 年 11 月下旬にクロッカー
が江蘇省教育会主催の講演大会に招かれたことに始まる 54。この講演は、同月初に南京
51 葉聖陶著、葉至善、葉至美、葉至誠編『葉聖陶集』19 巻、江蘇教育出版社、1994 年、32 頁、
宣統 3年 8月 3日（1911 年 9 月 24 日）。ここでいう百病叢生の中国と老大の中国は「病夫老大」
を意識したものと思われる。「病夫」とスポーツの関係については拙稿「「東亜病夫」と近代中国」
村上衛編『近現代中国における社会経済制度の再編』（近刊）を参照。
52 Max J. Exner, “Report of M. J. Exner（1910-1911）,”（『中国年度報告』4巻、419 頁）。
53 「華北運動会」は後の呼称で、『申報』1913 年 5 月 27 日は「直晋各校連合運動会」とする。











翌 1915 年 5 月に第 2 回極東大会を成功させたことは YMCAの威信を大いに高め








きだった 60。教育部も同年 10 月に、各校に体育の組織と課外運動部に力を入れること、
各巡按使などに省城に公衆運動場を設置することを指示した 61。翌月、蘇州で開かれた
226 頁）、『申報』1914 年 11 月 24 日。
55 『申報』1914 年 11 月 6 日。
56 袁宗沢「江蘇省運動会史略」『体育研究与通訊』1巻 2号、1933 年 3 月。
57 公短「論江蘇省立学校第一次連合運動会」『中華教育界』4巻 1号、1915 年 1 月、『申報』1915
年 7 月 17 日。男女ともに参加する運動会であった点は注目される。ただし、競技スポーツは
男子のみであった。
58 江蘇省教育会は極東大会を観戦にいくよう事前に通告を出していた（『申報』1915 年 5 月 2 日）。
59 「会報 文牘 袁君希洛請於省内設立公共体育場建議書」『教育研究』24 期、1915 年 8 月 10 日。
60 Charles H. McCloy, “Report for the Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』8巻、90
頁）、John H. Crocker, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』
8巻、226 頁）、Alfred H. Swan, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1915,”（『中
国年度報告』8巻、332 頁）。






う点で画期的だった 62。1916 年 11 月に揚州で開かれた第 3回江蘇省立学校連合運動会












であった。YMCAは独自に訓練学校を運営しただけでなく、1915 年 11 月に開設され




63 侯鴻鑑「対於江蘇第三届連合運動会感言」『教育雑誌』8巻 11 号、1916 年 11 月。
64 江蘇省教育会については、谷秀青『清末民初江蘇省教育会研究』広西師範大学出版社、2009 年
を参照。
65 Charles H. McCloy, “Report for the Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』8巻、
94-95 頁）。
66 Charles H. McCloy, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1916,”（『中国年度報告』
9巻、242 頁）。マクロイは日本人の影響力を高く見積もりすぎているように思われるが、これ
は YMCA本部に対して予算と人員の増加を求めるための戦略だったかもしれない。
67 マクロイは体育伝習所で週 2時間の講義を担当していた（Charles H. McCloy, “Annual Report 








者を養成する南北 2つの学校に YMCA的スポーツの影響が及んだ 69。1917 年に張士一、
郝伯陽、徐一冰らの発起で体育教員会が組織されたが、名誉顧問のマクロイによれば、











68 Charles H. McCloy, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1916,”（『中国年度報告』
9巻、240 頁）。マクロイの主任就任は臨時的な措置であり、1917 年秋よりオバーリン大学出身
のジオーク（Charles D. Giauque 祁屋克）が主任となった（Charles H. McCloy, “Annual Report 
for the Year Ending September 30, 1917,”（『中国年度報告』11 巻、67 頁））。尚大鵬「民国初期
における高等師範学校体育専修科に関する一考察：南京高等師範学校体育専修科を中心として」




70 Charles H. McCloy, “Annual Report Letter of C. H. McCloy（1917-1918）,”（『中国年度報告』12 巻、
415 頁）。
71 『申報』1916 年 1 月 24 日。
72 Charles H. McCloy, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1914,”（『中国年度報告』









まずルールを翻訳したのだろう。1914 年から 1916 年にかけて、陸上競技、バスケッ
トボール、テニス、サッカー、野球の規則集が次々と翻訳された。いずれも YMCAの
関係者による翻訳で、バスケットボール、テニス、サッカーは南開大学の学生郭毓彬







知識を知ることができる便利な書物であったためか、1922 年 1 月までに 6版を重ねる




翻訳事業の最大の功労者はマクロイであった。表 3は 1910 年代にマクロイが関わっ






75 John Mo（馬約翰）, “My Fourteen Years Experience of Western Physical Education,” report 








辦 華美書局 1913.1 24 頁 バレーボール
運動規則綱
要 1914.4 陸上競技
籃球規則 郭毓彬、高宝寿訳 基督教青年会全国協会書報部 1914.9? 49 頁
書誌は第 2 版
1916.6 による
網球規則 郭毓彬、高宝寿訳 基督教青年会全国協会書報部 1914.9? 44 頁
書誌は第 2 版
1916 による






組合編輯部 1915.1 44 頁 野球






会編 商務印書館 1917.9 222 頁
三十種球戯
規則 中国体育社編訳 三民公司 1922.3 168 頁













1923.3 26 頁 ケージボール
乒乓球規則 林沢蒼 上海乒乓球聯合会 1924.8 32 頁 卓球
手球規則 中華基督教青年会、遠東運動会 青年協会書局 1926.1 15 頁 ハンドボール
排球規則 遠東運動会、中華全国体育協進会
遠東運動会、中華




遠東運動会訂定 青年協会書局 1927 28 頁 バレーボール
棒球規則 遠東運動会、中華基督教青年会訂定 青年協会書局 1928 61 頁 野球
籃球規則 中華基督教青年会 青年協会書局 1929.1 117 頁
田径賽規則 中華基督教青年会、遠東運動会訂定 青年協会書局 1929.3 101 頁 陸上競技







































































































































などがある。このうち『体操釈名』は北米 YMCA体育協会編 Gymnastic Nomenclature 
of the Young Men's Christian Associations of North Americaを翻訳したものだが、中
国の現状にあわせて多くの修正が施されている。ドイツ語起源の術語の翻訳は困難を
極め、多くの中国人の協力を得ながら、1年かけて完成させた。内容は体操用語の解
76 James R. Little, “Charles Harold McCloy: His Contributions to Physical Education,” dissertation, 





































































らして取捨したものをマクロイが訂正した。『足球』は 1930 年 5 月に第 6版、『網球』















78 たとえば『網球』を書くにあたって、マクロイは Raymond D. Little, Tennis Tactics, Outing 
Publishing Company, 1913, James Burns, How to Play Tennis, Outing Publishing Company, 1915
などの書籍を読んでいる（Charles H. McCloy, “Annual Report of C. H. McCloy（1914-1915）,”（『中
国年度報告』12 巻、301 頁））。なお、『網球』は「Edited by PROFESSOR McCALL」とするが、
「McCloy」の間違いである。
79 Charles H. McCloy, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1914,”（『中国年度報告』
7巻、97-98 頁）、“Report of the Year Ending September 30, 1915,”（『中国年度報告』8巻、94 頁）、
“Annual Report for the Year Ending September 30, 1916,”（『中国年度報告』9巻、242-243 頁）、
“Annual Report for the Year Ending September 30, 1917,”（『中国年度報告』11 巻、65 頁）。



























82 Charles H. McCloy, “Annual Letter（1919）,”（『中国年度報告』15 巻、99 頁）。YMCAの体育事
業の帝国主義的性格については、拙稿「極東選手権競技大会と YMCA」夫馬進編『中国東アジ
ア外交交流史』京都大学学術出版会、2007 年、Stefan Hübner, “Muscular Christianity and the 
‘Western Civilizing Mission’: Elwood S. Brown, the YMCA, and the Idea of the Far Eastern 
Championship Games,” Diplomatic History, vol. 39, issue 3, June 2015 などを参照。
83 「飭天津大学堂北洋医学堂軍医学堂体操改用華字口令札」駱宝善、劉路生主編『袁世凱全集』






























としていた（「特別調査 湖南女界』『女子世界』1905 年 1 期）。




「南洋」出身で、『英文週刊』の編集者であった張世䦫は、1915 年 11 月に蘇州で開
催された第 2回江蘇省立学校連合運動会に審判として参加した。審判は中国人と西洋
















年に東呉大学のスマート（R. D. Smart 司馬徳）の提唱で華東大学体育連合会（East 
China Intercollegiate Athletic Association）が結成され、東呉大学のほか、上海のセント・
ジョンズ大学、「南洋」、滬江大学、南京の金陵大学、杭州の之江大学が参加していた。
「南洋」以外はすべてミッションスクールで、歴代の書記はみな外国人であった。
86 上海体育志編纂委員会編『上海体育志』上海社会科学院出版社、1996 年、483-484 頁。
87 張世䦫「参観江蘇省立各学校第二次連合運動会記」『教育雑誌』7巻 12 号、1915 年 12 月 15 日。
88 「足球規例」（広告）『中華教育界』4巻 5 号、1915 年 5 月 25 日。同書の現物は未見だが、『湖
南教育雑誌』3年 12 期、1914 年 12 月に掲載された英国維乃氏著、江蘇省立第二師範学校英文
教員朱樹蒸訳「足球規例」がそれにあたろう。Philippine Amateur Athletic Federationが発行










風靡したのがデモクラシーであった。1919 年 4 月から 2年間にわたり中国に滞在した

















1921 年 1 月に中華書局から刊行された高等小学校用の国文読本には「致某校足球会
書」という手紙の例文が収められている 91。県立第一高等小学校では足球会が組織され
89 『申報』1920 年 10 月 27 日。


































イアン（David W. Lyon 来会理）が軍事訓練のクラスを組織したし、上海のセント・ジョ








行進をしていた。1914-1915 年度、漢口の基督教青年会中学（Y.M.C.A. Middle School）











93 Kimberly Ann Resedorph, “Reformers, Athletes and Students: The YMCA in China, 1895-1935,” 
dissertation, Washington University, 1994, p. 205, Shirley S. Garrett, Social Reformers in Urban 
China: The Chinese Y.M.C.A., 1895-1926, Harvard University Press, 1970, p. 63, 拙稿「上海セン
ト・ジョンズ大学スポーツ小史」。
94 Robert R. Gailey, “Report of Robert R. Gailey（1904-1905）,”（『中国年度報告』2巻、358 頁）。
95 Ryan Dunch, Fuzhou Protestants and the Making of a Modern China, 1857-1927, Yale 
University Press, 2001, pp. 136-139. 葆龢「学校中之軍事教育談」『進歩』9巻 4号、1916 年 2 月。
96 荘「兵操真義」『清華週刊』87 期、1916 年 11 月 15 日、「雑項（二）兵操」『清華週刊』本校十
周年紀念号、1921 年 4 月 28 日。














まった反キリスト教運動である。さらに、1923 年 3 月末から 4月にかけて旅順・大連
回収運動が起こると、日本で開かれる極東大会をボイコットせよとの声が高まった。
中国側の準備をとりしきっていた YMCA体育主事のグレイ（John H. Gray 葛雷）はと
くに声明を発表して参加の意義を説明しなければならなかった 102。




McPherson（1917-1918）,”（『中国年度報告』12 巻、127 頁））、上海のフィッチ（George A. 
Fitch, “Annual Report for the Year Ending September 30, 1918,”（『中国年度報告』12 巻、362 頁））、
漢口のワグナー（Harry M. Wagner, “Annual Report of H. M. Wagner（1917-1918）,”（『中国年度
報告』12 巻、480 頁））など。
98 Harry M. Wagner, “Annual Letter（1919）,”（『中国年度報告』15 巻、344、347 頁）。
99 Elmer L. Johnson, The History of YMCA Physical Education, Association Press, 1979, pp. 77-78.
100 Charles H. McCloy, “Annual Letter（1919）,”（『中国年度報告』15 巻、107 頁）、麦克楽「中学校
体育応廃除軍事訓練之主張」『青年進歩』22 期、1919 年 4 月。
101 麦克楽「体育与徳謨克拉西」『体育与衛生』3巻 1期、1924 年 3 月。








存在していた。1922 年 4月に成立した中華業余運動連合会（China Amateur Athletic 
Association）である。会長は張伯苓、副会長は郭秉文、秘書はマクロイ、会計は阮志









103 『大公報』1934 年 10 月 10 日、鄭致光主編『張伯苓伝』天津人民出版社、1989 年、61 頁。
104 利生製球廠は 1921 年に孫潤生が設立し、春合製球廠は 1922 年（設立年は諸説あり）に傅泊川
が設立した。孫は南開大学教員で、傅は天津 YMCAに関係があった。詳細は、湯鋭「“体育救国 ”
的一個側面：近代華北地区体育用品業初探：以天津春合体育用品廠為個案」『歴史教学』2013
年 14 期、周利成「張伯苓推動中国体育器材国産化」孫海麟主編『中国奥運先駆 張伯苓』人民




（広瀬謙三「体協から体育会へ（三）」『体育日本』21 巻 1 号、1943 年 1 月）。この文章は 1943
年に書かれており、大東亜共栄圏における日本と中国の関係を念頭に置いたものであるが、張
の国産へのこだわりを示すエピソードとして興味深い。
105 張天白「中華全国体育協進会籌備成立始末」『体育文化導刊』1990 年 6 月。
106 1923 年 10 月 7 日に中華体育協会の成立大会が開催される予定であったが、十分な人数が集ま
らなかったため、籌備会という形で開催された（『申報』1923 年 10 月 8 日）。
107 『申報』1924 年 2 月 25 日。





























た（『申報』1924 年 5 月 20 日）。
110 『申報』1925 年 4 月 27、30 日。
111 『申報』1925 年 4 月 13 日。
112 拙稿「上海セント・ジョンズ大学スポーツ小史」。



















開催された第 3回全国運動会を観戦した清華大学の郝更生は、「Come on, boy, you can 
beat him!」「Hurray! North China comes in one, two, three」「Take it away from him!」




ルは Physical Education in China）、英語使用の広がりを見て取ることができよう。
その原因の一つは、外国人審判の存在である。1924 年に華東大学体育連合会のバスケッ
114 『申報』1927 年 1 月 16 日、5月 21 日。結局、中華運動場は 1933 年まで存続した。
115 『申報』1927 年 8 月 11 日。
116 杜庭修「遠東運動会䎥記」『体育』1巻 3号、1927 年 10 月 15 日。


























118 『申報』1924 年 2 月 25 日。ちなみに、2人の中国人とは上海 YMCAの郝伯陽と東呉大学体育専
修科の学生馮家声である。
119 拙稿「上海セント・ジョンズ大学スポーツ小史」。
120 「清華籃球隊致北京各校運動比賽連合会函」『清華週刊』24 巻 18 号、1926 年 1 月 8 日。
121 Andrew D. Morris, Marrow of the Nation, pp. 53-55.
122 袁敦礼「中華教育改進社第一次年会体育及国民遊戯組所作的事和個人的感想」『体育季刊』1巻









その成果の一端が、『体育季刊』2巻 4期から 3巻 2期に連載された呉蘊瑞「体操釈名」
で、1916 年刊行の『体操釈名』の増補改訂版である（呉はマクロイの学生）。しかし、
1923 年 12 月にマクロイが提出した初年度の成績報告には、名詞審定に関する言及は
見えず、作業は中断したようである 124。
















123 記者「編輯小言」『体育季刊』2巻 1期、1923 年 4 月。
























トは 1913 年に華童公学校長のケンプ（G. S. Foster Kemp 康普）が設立したもので、そ
の後ミッションスクールに、ついで公立学校に広がった。1917 年の中華童子軍大演習
125 馬崇淦「運動会与中国語言文字」『教育与人生』31 期、1924 年 5 月 19 日。
126 「分組会議議案彙録　体育与衛生組」『新教育』11 巻 2 期、1925 年 11 月 12 日。
127 「体育部」『清華週刊』24 巻 4 号、1925 年 10 月 2 日。
128 「雑項（二）兵操」『清華週刊』本校十周年紀念号、1921 年 4 月 28 日、史綱「兵操問題」『清華
週刊』266 期、1923 年 1 月 6 日、趙国鏞「兵操時応否用英語口令」『清華週刊』288 期、1923
年 10 月 5 日、莫一「清華「洋操」」『清華週刊』288 期、1923 年 10 月 5 日、H.C.H.「対於兵操


























ところで、1927 年 2 月に商務印書館から刊行された初級小学用の常識教科書のうち、
社会服務をテーマとする第 6冊は「足球隊」という話から始まる。
















1932 年 8 月 7 日、ロサンゼルス・オリンピックにただ 1人参加した劉長春が予選を
敗退したとの知らせを受けて、天津『大公報』が社論で「土体育」を提唱、いわゆる












132 「今後之国民体育問題」天津『大公報』1932 年 8 月 7 日。





























135 『申報』1930 年 4 月 7 日。






















137 『申報』1926 年 10 月 21 日。
138 涓「天津籃球界之分析」『体育週報』1巻 2号、1932 年 2 月 13 日。
139 「全国体育会議両提案」『体育週報』1巻 22 期、1932 年 7 月 2 日。
140 それまで中国のサッカーは極東大会で 8連覇中だった。この大会ではバスケットボールでも審
判をめぐるトラブルがあり、日本人審判が長文の弁明書を発表するという前代未聞の出来事が
起きている（『時事新報（東京）』1930 年 6 月 5、6、7 日）。
141 『申報』1933 年 8 月 23 日。
142 『申報』1934 年 8 月 3 日、1935 年 4 月 9、10 日、1936 年 10 月 10 日、楊介生「改革体育術語的
商榷」『勤奮体育月報』3巻 5号、1936 年 2 月、邵汝幹「対於本届全国運動大会之建議」『勤奮






















語化の作業が続けられた。1938 年 9 月、中華体育学会研究委員会は『体育名詞』の編
輯をおこなうことを決定し、全体を 10 項目にわけ、それぞれ責任者を決めた 147。1939
年には中英庚款教育文化事業から補助金を得て、国立編訳館と共同で作業が進められ
た 148。1940 年 10 月の全国国民体育会議にあわせて開かれた体育展覧会で『体育名詞』
の初稿が公開された。ただし、その後は作業がはかどらなかったようで、国立編訳館
編『体育名詞』が刊行されたのは 1948 年のことだった。いっぽう、台湾では 1951 年
144 北京『新民報』1938 年 7 月 23 日。
145 北京『新民報』1938 年 2 月 15 日。




148 『申報』1939 年 1 月 21 日、9月 25 日。
－120－
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153 汪謙「黄興留日与上師書」田伏隆主編『憶黄興』岳麓書社、1996 年。なお、1903 年に帰国し
て湖南の明徳学堂で教師をしていた黄興が「揚子江野球隊」を結成したとする説があるが（張
振美ほか著『中国塁球運動史』武漢出版社、1990 年、8頁に引く「本会歓迎辞 陳副議長風光講




















訳された 155。1908 年初版の『英華大辞典』には「棍球（一種球戯）」とある 156。1908 年
10 月末に世界一周をしていたアメリカの艦隊 8隻がアモイに寄港し、米兵同士が野球、
サッカー、テニス、ボート等の試合をした。その模様を報じた North China Daily 
Newsの記事を転載した中国語の雑誌や新聞は野球を、『申報』が「棒球」、『時報』が「拍









154 たとえば、伯林「論体育之必要」『雲南』3号、1907 年 1 月 12 日。
155 「貝斯巴爾」「世界進化之略跡」『世界』2期、1907 年 10 月。
156 参照したのは顔恵慶ほか編『英華大辞典』商務印書館の第 4版（1912 年 6 月）。
157 『申報』1908 年 11 月 1 日、『時報』1908 年 11 月 6 日、『東方雑誌』5巻 11 期、1908 年。
158 『申報』1909 年 8 月 31 日、1910 年 6 月 25 日など。
159 『申報』1911 年 1 月 26 日。
























161 〔趙〕紫宸「室外運動之第三種 野球篇」『進歩』15 冊、1913 年 1 月。
162 紫宸「学校運動改良之急務」。
163 『申報』1914 年 5 月 26 日、『時報』1914 年 5 月 13 日、『時事新報』1914 年 5 月 26 日など。
164 『申報』1914 年 6 月 8 日。
165 卓呆「滑稽小説 魔玉（二十続）」『申報』1914 年 11 月 17 日。
166 張肇元「約翰春秋 予備迎敵」『約翰声』3期、1913 年 4 月は「木球」、「約翰春秋 棍球大勝」『約
翰声』8期、1914 年 10 月は「棍球」、「野球競芸」『約翰声』7期、1915 年 7 月は「野球」、記
者「紀運動」『約翰声』8期、1915 年 10 月は「撃毬」。






が「野球」「塁球」を圧倒していった 169。ちなみに香港の新聞データベース Old HK 
Newspapersによると、1920 年代の中国語新聞の記事名のうち、「棒球」は 5件、「塁球」


















島之野球熱」『北洋画報』642 期、1931 年 6 月 25 日など）。
170 Old HK Newspapers（https://mmis.hkpl.gov.hk/old-hk-collection）. 「塁球」は 1919 年にも 1件あ
る。1930 年代になると、「棒球」が急増し、「塁球」361 件に対して「棒球」224 件となっている。
171 『英華和訳字典』（1879 年）、『新増英華字典』（1899 年）。いずれも「近代英華・華英辞書集成」（大
空社）に所収。
172 たとえば『時報』1910 年 10 月 20 日、「庭球競賽」『清華週刊』81 期、1916 年 10 月 4 日、『申報』
1917 年 5 月 12 日など。言うまでもなく、日本関係の記事に多い。
173 『申報』1881 年 12 月 1、2 日。








と訳している 177。1914 年 5月に北京で開かれた第 2回全国運動会を報じた『申報』は「蹴
















175 「網球出現」『志学報』2期、1905 年 6 月。
176 「上海聖約翰書院之蹴球隊」『教育世界』151 号、1907 年 6 月。
177 『申報』1908 年 11 月 1 日、『時報』1908 年 11 月 5 日、『東方雑誌』5巻 11 期、1908 年。
178 『上海新報』1868 年 11 月 3 日。
179 『申報』1872 年 11 月 22 日、1873 年 5 月 19、20 日、12 月 1 日、1875 年 9 月 30 日など。
180 『申報』1881 年 11 月 24 日。








らなかった。たとえば 1910 年の第 1回全国運動会では、陸上競技のほかにテニス、バ
スケットボール、サッカーが行われたが、陸上競技を統轄する名称は見られない。
陸上競技の概念を初めて明確に示したのは、1914年 4月に刊行された『運動規則綱要』
（英文タイトル Track and Field Athletics）であろう 182。しかし「運動」は陸上競技に限
定されないはなはだ漠然とした言葉である。1915 年 1 月刊行の「南洋」体育会による
「体育一斑」には、「運動の分野は野賽と田賽の二部に分かれる」とあり、トラック競
技を「野賽」、フィールド競技を「田賽」と呼んでいる 183。これは現代の用法にきわめ
て近いが、このような理解は決して一般的ではなかった。1915 年 5 月の第 2回極東大







182 『湖南教育雑誌』4年 4 期、1915 年 4 月の「運動規則綱要」は同書の中国語の部分を転載した
ものだろう。
183 「上海工業専門学校体育会「体育一斑」『中華教育界』4巻 1期、1915 年 1 月。
184 『新聞報』『申報』『時事新報』など。なお『時報』1915 年 5 月 16 日には「賽䋯擲球類」という

































ており、「CHAMPIONSHIP TRACK TEAM 1905　一九〇五年田径賽隊」というキャプションが
ついている。出典が不明なので、このキャプションが1905年当時のものか確認できない。待考。
187 『申報』1915 年 9 月 24 日。
188 1917 年 2 月に開かれた第 6回広東省大運動会では、競技種目が径賽、田賽、球賽に分けられた
が、径賽には競車（自転車競走）、競馬が含まれていた（『申報』1917 年 2 月 20 日）。





















には 1915 年 3 月 6 日に張伯苓と「筐球」を見たことを、1923 年 1 月 6 日に南開と清
華の「筐球」試合を見たことが記されている。張伯苓も 1919 年 12 月 12 日付けの書簡
で、南開と清華の「筐球」試合に言及している 192。これに対して清華ではもっぱら「籃球」
が用いられていた 193。「筐球」は南開、あるいは天津ローカルの言葉だった可能性が高
190 沈国威『近代中日詞彙交流研究：漢字新詞的創制、容受与共享』中華書局、2010 年、403-430 頁。
191 蘭鳳翺「籃球運動引入天津考略」『体育文史』1991 年 5 期、仇涌主編『天津通志 体育志』天津
社会科学院出版社、1994 年、181 頁など。
192 厳修日記編輯委員会編『厳修日記』3冊、南開大学出版社、2001 年、1944 頁、同書 4冊、2482
頁、梁吉生、張蘭普編『張伯苓私䈕全宗』上巻、中国䈕案出版社、2009 年、15 頁。










という語が紙面に現われ始める 194。「籠球」は 2月 5日の『東京朝日新聞』に見え、『読
売新聞』では 5月 24 日が初出である。いっぽう、『大阪毎日新聞』では「籃球」が用

























バレーボールは 1895 年に YMCAで考案された新しいスポーツで、1905 年の段階では
アメリカでさえほとんど普及していない状態であった。フィリピンでは 1910 年に
YMCA体育主事ブラウン（Elwood S. Brown）が紹介し、日本では 1908 年に国際
YMCA訓練学校を卒業して帰国した大森兵蔵が伝えた。中国の YMCA主事たちの年次






1917 年 7 月の記事によると、バレーボールは香港では比較的新しいゲームで、1913 年
に紹介されたという 199。早くも 1913 年秋にはリーグ戦が始まり、皇仁書院など 9チー




196 呉文忠『中国体育発展史』国立教育資料館、1981 年、72 頁。安徽省地方志編纂委員会編『安
徽省志 体育志』安徽人民出版社、1993 年、85 頁は 1910 年に安慶、蕪湖、蚌埠のミッションス
クールでバレーボールがおこなわれていたとするが、典拠は示されていない。
197 Louis E. McLachlin（『中国年次報告』5巻、429 頁）、John L. McPherson（『中国年次報告』5巻、
469 頁）、Frank M. Mohler（『中国年次報告』5巻、474-475 頁）、Jesse C. Clark（『中国年次報告』
5巻、164 頁）、Alfred H. Swan（『中国年次報告』5巻、210、211、213、218-220 頁）、Rascoe M. 
Hersey（『中国年次報告』6巻、243 頁）、Cameron D. Hayes（『中国年次報告』6巻、322、328 頁）。
報告のタイトルはいずれも “Annual Report for the Year Ending September 30, 1913.”
198 国家体委体育文史工作委員会、中国排球協会編『中国排球運動史』武漢出版社、1994 年、35 頁。
199 E. J. E. “Our Sports,” Yellow Dragon, December, 1913, “Volley Ball,” Yellow Dragon, July, 1917.
200 “A New Game, Volley Ball in Hongkong” The Hong Kong Telegraph, November 29, 1913. タイト
ルからわかるとおり、この記事でもバレーボールは新しいゲームとして紹介されている。




















る 205。また、1919 年の第 4回極東大会に参加したバレーボール代表は、「中国排球隊第







202 王慶民「周恩来同志的中学時代（上）」『天津師院学報』1978 年 1 期。
203 『申報』1916 年 5 月 15 日。
204 黄鑒衡「近代中国排球運動」『体育史料』8輯、1982 年 9 月は、1917 年から 1921 年の広東全省
運動会のプログラムに「隊球」と書かれていることを挙げ、この時期、広東では「隊球」が使
















の用例数が「隊球」を上回るのはまさしく 1927 年である。1930 年には中華全国体育
協進会が訳語を「排球」に統一することに決めた 208。南方の北方に対する勝利ともいえ
るし、非 YMCA系の訳語の YMCA系の訳語に対する勝利といえるかもしれない。ただ














207 『申報』1921 年 10 月 9 日。
208 黄鑒衡「近代中国排球運動」。
209 1936 年刊行の『辞海』は「隊球」で立項したうえで「亦た排球と称す」と注記している。
210 『東京朝日新聞』1917 年 5 月 3 日。
－133－
なぜ baseballは棒球と訳されたか　―翻訳から見る近代中国スポーツ史―
考えるのが妥当であろう 211。
「排球」の日本への伝播は、漢語によって媒介される東アジア文明圏の存在を改めて
浮き彫りにした。ただし、「排球」の場合、日本から中国へという通常のベクトルとは
逆になっている。これは、中国が競技的に日本を上回り、かつ日本でまだ翻訳がなさ
れていなかったという条件が重なった結果生じた逆転現象であろう。中国でスポーツ
が本格的に導入されるのは 1910 年代のことであるが、近代漢語の多くはそれ以前に中
国に流入していた。1910 年代になると、中国の近代化の経路は日本一辺倒ではなくなっ
ていた。YMCAが活潑な事業を展開するのも、まさにこの時期であった。ただし、日
本語が排除されたからといって、YMCAの訳語が定着するとは限らなかった。個々の
訳語の定着過程を見るうえで、地域差の問題は重要である。野球やバレーボールのよ
うに、競技的に強い地域の訳語が、メディアの中心であった上海の訳語を駆逐するこ
ともあった。そもそも、近代漢語の中国への流入は、日本が近代化において一歩先ん
じていたことから生じた。清末の体操もその一環であった。これに対して、スポーツ
の場合、中国は日本に学ぶ必要がなかったので、日本語を取り入れる必然性はなかった。
本論では近代中国のスポーツを大枠で規定した日本、アメリカ、そして中国の関係
を見てきた。しかしながら、個々の訳語が定着する過程では、それ以外のさまざまな
力が作用していることが判明した。附論で論じたことは、まだまだ初歩的な考察にと
どまり、それを証明するにはより精緻な研究が求められる。たとえば、地域差の問題
にしても、附論では各地域の新聞雑誌を体系的に調査したわけではない。今後の課題
としたい。
211 史有為は「排球」を日本語からの外来語だと指摘し（史有為『漢語外来詞』商務印書館、2000 年、
173 頁）、同様の見解はほかにも見えるが、根拠は示されていない。

